
乳幼児期の子育てにおいて大人が気をつけ

ること⑥～子どもの声に耳を傾ける～ 

「子どもは大人が思っている以上に様々な

ことを感じ取っている。」幾度となく聞いた

言葉であり、子どもたちと関わるようになっ

て実感する言葉です。そして子どもはその感

じ取った思いを言葉をもって表現するように

なります。その表現は子どもの数だけあり、

時にクスッと笑ってしまうものから、ドキッ

とするもの、涙が出るほど感動的な言葉も紡

ぎ出すことがあります。語彙数や表現の仕方

はまだまだ足りませんが、それをもって大人

が子どもを侮ることが往々にしてあることに

は注意しなければならないと思います。 

一例をあげると、大人の方に余裕がなくな

ってくると、子どもとの会話も一方的に指

示・命令・禁止系の言葉ばかりになり、子ど

もの声に耳を傾けることが少なくなります。

子どもは内心「ああ、またか」と思っていま

すがそれを大人に指摘することは少ないでし

ょう。でも想像すれば私たちもわかるはずで

す。こちらの話は聞いてくれず、指示・命

令・禁止系の言葉ばかりの上司なんて私は御

免です。嫌な上司ではなく、喜びも悲しみも

共に分かち合える関係は親子でも結べるはず

です。       園長 久保田愛策 
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年間主題『ともにつむぎだす～希望の中で～』 

主題聖句：キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにい

る人々にも、平和の福音を告げ知らせられました。            

新約聖書 エフェソの信徒への手紙２章１７節 

１０月主題『つながって』 

主題聖句：羊は一人の羊飼いに導かれ、一つの群れになる 

ヨハネによる福音書10章16節 

☆ ０歳児：友だちや保育者との関わりを楽しみながら存分に遊ぶ。季節の移り変わり

を全身で感じる。(保育者は)微細運動、粗大運動ができるような環境づくりを行い、

遊びを変化させ、心や身体の育ちを支えていく。 

☆ １～２歳児：友だちと興味のあることやおもしろいことを一緒にしてつながりを感じ

る。季節の変化を感じ楽しむ。(保育者は)子どもが興味を持ち動き出す環境を用意する。 

☆ ３歳児：神様につながっていることを覚え安心して過ごす。好きな遊びをじっくり

繰り返す中で、試したり自分なりに工夫してみようとする。体を動かすことを楽し

み、少しずつちょっと難しいことや初めてのことにチャレンジしようとする。(保育

者は)遊びの中で試行錯誤ができるように時間を保障し関わる。 

☆ ４～５歳児：神さまがくださった身体を存分に使うことを心地よく感じる。明日へ

の期待や目的をもって遊ぶ姿が増え、試行錯誤しながら工夫したり互いにアイデア

を出し合うようになる。一緒に過ごす中で友だちの良いところ楽しいところに気づ

く。(保育者は)子どもの姿や子ども同士で考えを出し合いながら生活や行事を共に

進める。 


